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紹
　
介

滝
川
幸
司
著
『
菅
原
道
真
―
学
者
政
治
家
の
栄
光
と
没
落
―
』

蒲　
　
　

姣　

艶

本
書
は
、
滝
川
幸
司
氏
（
以
下
、
著
者
）
著
『
天
皇
と
文
壇　

平
安
前
期

の
公
的
文
学
』
と
『
菅
原
道
真
論
』
と
の
二
冊
に
続
く
著
書
で
あ
る
。

道
真
は
、「
学
者
で
あ
り
な
が
ら
右
大
臣
に
昇
進
し
た
」
と
さ
れ
る
。
し
か

し
、「
学
者
」
と
し
て
の
側
面
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
は
、
道
真
が
文

章
博
士
を
務
め
た
約
十
年
間
で
あ
る
。「
文
章
博
士
」
は
大
学
寮
紀
伝
道
の
教

官
で
、
官
僚
で
あ
る
。
道
真
は
「
学
者
」
よ
り
も
官
僚
と
し
て
生
涯
を
貫
い

て
い
る
。
本
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
紀
伝
道
出
身
の
官
僚
と
い
う
視
座
で
道
真
の

生
涯
を
俯
瞰
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
に
目
次
を
掲
げ
る
。

序　

章　

儒
者
世
界
に
そ
び
え
立
つ
家
系
―
―
学
問
の
家

第
１
章　

苦
学
の
日
々
―
―
文
章
生
、
文
章
得
業
生
か
ら
官
僚
へ

　
　
　

１　

勉
学
―
―
十
一
歳
で
漢
詩
を
詠
む

　
　
　

２　

大
学
寮
紀
伝
道
へ
の
道
―
―
試
験
、「
対
策
」
と
の
格
闘

　
　
　

３　

官
僚
と
し
て
の
出
発
―
―
詩
人
無
用
論
と
順
調
な
昇
進

第
２
章　

文
章
博
士
時
代
―
―
父
祖
の
跡
を
嗣
ぐ

　
　
　

１　

儒
家
官
僚
、
師
と
し
て
―
―
文
章
博
士
兼
任
と
菅
家
廊
下
運
営

　
　
　

２　

渤
海
使
の
来
朝
―
―
漢
詩
に
よ
る
接
遇

　
　
　

３　

批
判
と
中
傷
―
―
匿
詩
事
件
と
藤
原
基
経
へ
の
接
近

第
３
章　

讃
岐
時
代
―
―
国
司
の
政
務
と
詩
人
意
識

　
　
　

１　

讃
岐
守
に
任
ず
―
―
地
方
官
任
命
は
左
遷
か

　
　
　

２　

国
司
と
し
て
―
―
職
務
へ
の
不
満
と
精
勤

　
　
　

３　

宇
多
天
皇
の
即
位
―
―
藤
原
基
経
を
め
ぐ
る
阿
衡
事
件

　
　
　

４　

阿
衡
事
件
と
道
真
―
―
紀
伝
道
の
学
問
と
は

第
４
章　

右
大
臣
へ
の
道
―
―
宇
多
天
皇
の
近
臣
と
し
て

　
　
　

１　

帰
京
、
蔵
人
頭
へ
の
就
任
―
―
橘
広
相
の
死

　
　
　

２　

参
議
へ
の
昇
進
―
―
藤
原
時
平
と
の
関
係
、
立
太
子
問
題

　
　
　

３　

遣
唐
使
発
見
問
題
―
―
遣
唐
大
使
道
真

　
　
　

４　
「
朕
の
近
習
」「
大
師
」
―
―
宇
多
天
皇
の
側
近
、
そ
し
て
博
士

　
　
　

５　

宇
多
天
皇
の
譲
位
―
―
上
皇
の
側
近
、
天
皇
の
功
臣
と
し
て

第
５
章　

万
事
皆
夢
の
如
し
―
―
大
宰
府
へ
の
左
遷

　
　
　

１　

昌
泰
の
変
―
―
正
月
二
五
日
、
太
宰
権
帥
に
任
ず

　
　
　

２　

太
宰
府
で
の
生
活

　
　
　

３　

死
、
そ
の
後
―
―
北
野
天
満
宮
の
創
建

第
一
章
は
、
道
真
が
官
僚
に
な
る
ま
で
の
生
い
た
ち
を
追
跡
す
る
。
十
五

歳
で
元
服
し
、
十
八
歳
で
文
章
生
試
に
合
格
す
る
。
二
十
三
歳
で
文
章
得
業

生
に
選
ば
れ
、
二
十
六
歳
で
、
官
吏
登
用
試
験
で
あ
る
対
策
に
及
第
し
、
官

僚
世
界
に
出
る
こ
と
に
な
る
。
勉
学
一
途
の
結
果
、
若
く
出
仕
で
き
た
。
著

者
は
、
道
真
が
出
仕
前
か
ら「
詩
人
無
用
」の
声
が
高
ま
っ
た
状
況
を
め
ぐ
っ

て
、「
詩
人
無
用
」
が
父
是
善
に
向
け
の
非
難
だ
と
述
べ
た
上
、
そ
の
後
も
続

く
そ
の
非
難
に
対
し
て
、
道
真
は
、
宮
廷
詩
宴
で
詩
を
詠
む
「
詩
臣
」
と
い

う
立
場
が
る
と
答
え
た
と
結
論
づ
け
た
。
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第
二
章
は
、
文
章
博
士
の
軌
跡
を
辿
る
も
の
で
あ
る
。
三
十
三
歳
、
か
な

り
若
い
年
で
文
章
博
士
に
任
命
さ
れ
た
。
文
章
博
士
で
あ
る
約
十
年
間
、「
公

私
と
も
に
多
忙
を
極
め
つ
つ
誹
謗
中
傷
に
囲
ま
れ
た
不
安
定
な
時
期
」
で
あ

る
。
そ
の
中
、
陽
成
朝
に
摂
政
と
し
て
政
権
を
運
営
し
て
い
た
基
経
が
光
孝

天
皇
の
即
位
に
よ
り
、
摂
政
を
離
れ
、
太
政
大
臣
の
み
の
職
と
な
る
。
こ
こ

で
は
、
太
政
大
臣
に
職
掌
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
先
行
論
で
は
、

道
真
は
太
政
大
臣
に
職
掌
が
な
い
と
論
断
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
、
著
者
は
改
め
て
道
真
の
答
申
を
検
討
し
、
道
真
が
「
そ
の
よ
う
に

明
確
に
論
断
す
る
の
で
は
な
く
、
職
掌
が
な
い
け
れ
ど
も
、
政
治
を
執
行
す

る
こ
と
は
で
き
る
と
い
う
方
向
で
結
論
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

こ
こ
で
の
論
議
は
第
三
章
「
阿
衡
事
件
」
に
も
繋
が
っ
て
い
く
。

第
三
章
で
は
、
讃
岐
時
代
の
活
動
を
纏
め
る
。
道
真
は
讃
岐
守
の
任
命
に

つ
い
て
、「
分
憂
は
祖
業
で
は
な
い
」
と
不
満
の
意
を
漢
詩
に
読
み
込
ん
で
い

る
。
著
者
は
「
薨
卒
伝
」
に
着
目
し
、「
紀
伝
道
出
身
者
は
地
方
官
と
し
て
治

績
を
あ
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
」
と
し
た
上
、
ま
た
祖
父
清
公
、
父

是
善
の
い
ず
れ
も
地
方
官
に
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
道
真

が
「
地
方
官
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
自
体
は
不
審
で
は
な
」
く
、「
文
章
博
士
を

解
か
れ
て
の
赴
任
は
不
満
」
だ
と
考
え
て
い
る
と
述
べ
る
。
そ
の
後
、
宇
多

天
皇
の
勅
答
に
用
い
ら
れ
た
「
阿
衡
の
任
を
以
っ
て
、
卿
の
任
と
為
す
」
と

い
う
表
現
が
発
端
で
、「
阿
衡
事
件
」
が
始
ま
っ
た
。「
阿
衡
事
件
」
に
つ
い

て
、
旧
来
の
説
で
は
、
基
経
と
天
皇
親
政
を
目
指
す
宇
多
天
皇
と
の
対
立
を

深
刻
に
捉
え
て
い
る
。
近
年
の
説
で
は
、
宇
多
天
皇
が
親
政
を
目
指
し
た
と

は
考
え
ず
、
基
経
と
の
深
刻
な
対
立
は
な
か
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
先
行

研
究
に
対
し
、
著
者
は
、
紀
伝
道
で
文
章
を
作
る
際
に
は
「
断
章
取
義
」
を

行
う
の
を
自
覚
し
な
が
ら
、
そ
の
「
断
章
取
義
」
を
自
ら
否
定
し
、
明
経
道

の
結
論
に
従
う
べ
き
と
主
張
す
る
紀
伝
道
の
儒
家
た
ち
の
異
例
な
姿
勢
に
着

目
し
、
こ
れ
は
「
基
経
の
意
向
、
あ
る
い
は
意
向
へ
の
忖
度
に
よ
っ
て
生
じ

た
事
態
」
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
、「
基
経
の
宇
多
天
皇
に
対
す
る
牽
制
を
暗
示

し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

第
四
章
で
は
、
讃
岐
か
ら
帰
京
し
、
右
大
臣
に
昇
進
す
る
ま
で
の
期
間
を

追
う
。
こ
の
期
間
に
、
遣
唐
使
発
遣
の
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
、
著
者
は
近
年
の
古
代
史
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
遣
唐
使
は
停
止
さ
れ

て
お
ら
ず
、
計
画
は
続
い
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

第
五
章
で
は
、
太
宰
府
で
の
生
活
を
追
う
。
道
真
の
左
遷
が
藤
原
時
平
の

主
導
に
よ
る
と
い
う
の
は
通
説
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者
は
醍
醐
朝
に

お
け
る
宇
多
上
皇
と
道
真
、
宇
多
上
皇
と
時
平
、
時
平
と
道
真
、
醍
醐
と
道

真
と
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
性
を
総
合
的
に
確
認
し
た
上
で
、「
道
真
自
身
に
問

題
が
あ
っ
た
と
い
う
以
上
に
、
宇
多
法
皇
の
、
道
真
に
対
す
る
過
度
の
厚
遇
、

信
頼
が
要
因
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
」
る
と
述
べ
て
い
る
。

著
者
は
、
道
真
の
生
涯
と
い
う
縦
軸
を
、
そ
れ
ぞ
れ
五
つ
の
段
階
に
分
け

て
述
べ
る
。
各
段
階
に
政
治
の
揺
れ
動
き
を
踏
ま
え
て
、
官
僚
・
学
者
・
政

治
家
・
詩
人
と
い
う
複
眼
的
な
視
点
か
ら
、
道
真
の
軌
跡
を
立
体
的
に
復
元

し
、
よ
り
一
層
道
真
像
を
鮮
明
に
描
い
て
い
る
。
本
書
は
後
の
道
真
伝
の
基

本
と
な
る
と
言
え
よ
う
。

（
二
〇
一
九
年
九
月
刊
行
、
中
央
公
論
新
社
、
二
六
四
頁
、
八
六
〇
円
＋
税
）

（
ほ　

こ
う
え
ん
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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